
平
成
三
十
年
十
一
月
九
日
提
出

質

問

第

四

八

号

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

早

稲

田

夕

季
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幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
一
八
年
四
月
現
在
に
お
け
る
待
機
児
童
数
は
約
二
万
人
で
あ
り
、
都
市
部
を
中
心
と
し
て
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
二
〇
一
七
年
十
二
月
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
（
二
兆
円
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
に
お

い
て
は
、
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
の
前
倒
し
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
度
末
ま
で
に
約
三
十
二
万
人
分
の
受
け
皿
整
備
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
、
幼
児
教
育
・
保
育
を
無
償
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
需
要
の
掘
り
起
こ
し
が
進
み
、
受
け

皿
整
備
が
追
い
つ
か
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
無
償
化
よ
り
も
希
望
者
全
員
が
認
可
施
設
に
入
所
で
き
る
こ
と
を

優
先
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

二

二
〇
一
八
年
六
月
十
五
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
八
」
（
骨
太
方
針
）
に
お

い
て
は
、
認
可
外
の
保
育
施
設
に
つ
い
て
、
指
導
監
督
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
経
過
措
置
と
し
て
五
年

間
は
無
償
化
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
施
設
面
積
や
保
育
士
配
置
が
不
十
分
な
施
設
の
利
用
に

公
費
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
の
妥
当
性
、
安
全
性
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
施
設
に
五
年
間
も
子
供
が
通
園
す
る
こ
と
へ
の
懸
念

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
八
」
（
骨
太
方
針
）
に
お
い
て
は
、
保
育
の
質
確
保
の
観
点
か
ら
、
保
育

一



施
設
に
つ
い
て
、
認
可
外
か
ら
認
可
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
策
の
強
化
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
た

め
に
施
設
の
面
積
基
準
や
保
育
士
の
配
置
基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
保
育
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。

右
質
問
す
る
。

二


